
「第４回 北九州市⼦ども・⼦育て会議」での主な意⾒・要望 

１ 施策及び事業について 

 (1) 施策（１）「母子保健」に関して、昨年国会で「成育基本法」

が成立したことに伴い、今後、全ての妊婦、子どもに対する切

れ目ない支援を確実に行っていくことがより強く求められるこ

ととなっている。 

今後の母子保健の取組みにおいては、特に、「産後うつ」対策

や「産後ケア」に力を入れ、切れ目ない支援に「抜け」がない

ようにしていかないといけない。 

 具体的には、「産後うつ」に関しては、現在、「のびのび赤ち

ゃん訪問事業」で、４か月以内に保健師などが自宅訪問するこ

とになっているが、産後１か月など、もっと早期に対応できる

よう公的な支援をお願いしたい。 

 また、「産後ケア」については、アウトリーチ型ではなく、デ

イケア・ショートステイ型で、妊産婦さんを施設内でケアする

取組みについて公的な支援を検討してもらいたい。 

(2) 施策（１）の柱に、「乳幼児の健やかな発育・発達の支援」と

いう言葉があるが、これは、子どもが一歩一歩ステップを上が

っていく状況を親御さんに伝えていく中、例えば生後４か月、

虐待が増えるのは、子どもの泣き声が大きくなるときで、でも

「それはすごく元気に育っている証拠だよ」ということを理解

してもらうのが、本当の意味での支援だと思う。 

「子どもはかわいい」「子育ては楽しい」と思えるような部分

がもっとあると良いのでは。 

(3) 施策（２）の予防接種について、高齢者と同様、子どもたち

にも、インフルエンザの予防接種の経済的な負担軽減策を図っ

てもらえないか。 

【事務局：予防接種は、法に基づく国の制度の中で実施する考 

えであり、現段階では、国の状況を注視していくにとどめた 

い。厚生労働省の審議会において、社会全体の流行を抑止で

きるほどの研究データがなく、平成６年の改正により、対象

外となった経緯もある。】 

(4) 施策（４）に関して、家庭の子育てをレベルアップしていく

ためには、単に、朝ご飯を食べて、早く寝て、子どもに絵本を

読んで、ということだけではない。親として、親になるための

支援といったものを盛り込んでいく必要があると思う。 

(5) 施策（４）（１１）に関連して、大人の社会では、ＳＮＳやゲ

ームなど、スマホに触れることが日常になっているが、例えば
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スマホを見ながら授乳するとか、小さな時からゲームやＬＩＮ

Ｅをさせるとか、子どもとスマホとの付き合い方が問題となっ

ている。 

子育てに関する情報をスマホで得る機会も増えているが、子

どもだけでなく、子育てを行っている大人に対しても、程よい

スマホとの付き合い方について、正しい知識を学んでもらう機

会を作っていくことが必要だと感じる。 

(6) 小さい頃からスマホを見続けると医学的な面での影響もある

という報告もある。今後、ＡＩなど、急速な情報技術の発展に

伴って、子どもを含め市民を取り巻く環境も大きく変化してい

くことが予想される。 

こういうものに対する正しい知識、対応が必要になるという

視点は、「子どもプラン」に盛り込んでおく必要がある。 

(7) 施策（５）に関係するが、子どもは、病気のとき、苦しいと

きは、やはり親にそばにいてほしいもの。 

病児保育はすごく大事だが、本来プランで謳うべきは、「子ど

もがインフルエンザの時は、せめて２日は会社を休みにしよう」

とか、「水ぼうそうも１か月もかかるわけではないから、何日間

かは会社をお休みしてもいいよね」ということではないか。 

本当にワーク・ライフ・バランス、働き方改革というのであ

れば、「子どもは病気をするもの。その時にそばにいてほしいの

は親。」ということを、どこかに盛り込めるようなプランであっ

て欲しいと思う。 

(8) 子育てに関しては、親の責任、行政の責任だけでなく、企業

の責任も大いにあるように感じる。 

「働き方改革」で国はいろいろやっているが、実際問題とし

て、親が働く企業がワーク・ライフ・バランスを積極的にやら

ないと、なかなか子どもまで目がいかないというのが、現実だ

と思う。 

(9) 施策（６）のうち、病児保育について、施設がもっとあった

方が良いと感じる区もある。 

設置を行う医療関係者の協力が必要だとは思うが、より利用

しやすくなるよう、きめ細やかに、数値目標を設定した上で、

数も増やしてもらいたい。 

(10) 病児保育については、インフルエンザの流行期など、需要が

集中するシーズンへの対応が必要である。 

施設を増やすのか、それとも一時的に増設するような方法で

工夫できるのか、ぜひ検討してもらいたい。 

 (11) 施策（６）では、「生きる力で育つ・育てる・育ち合う」とい



う表現を盛り込んでもらっているが、全体的に、各施策・事業

をみても、「育つ」「育ち合う」という表現が少ないように感じ

る。 

 現場としては、子どもが育つ素晴らしさ、自分が育つ喜びと

いったものを味わってもらいたいと思っているが、施策の表現

は「多様なニーズ」＝「保護者のニーズ」となっている。子ど

もの視点はどこにいったの、と感じてしまう。 

「多様なニーズ」は「保護者のニーズ」だけではない。「子ど

ものニーズ」だってあるのだということ。「保育サービス」とい

う言葉が親の都合のいい言葉であってはならない。 

(12) 施策（８）の放課後児童クラブに関して、「放課後支援員」の

配置については、国の有識者会議において、おおむね４０人の

クラスに２人以上配置するという現在の基準を、自治体の裁量

に委ねるべきとの提言がなされたが、本質的には、質を上げる

ことを前提に取組みを進めてもらいたい。 

【事務局：市では基準を条例で定めており、現時点で基準を変

更する予定はない。】 

(13) 施策（９）「子どもの居場所づくり」に関して、地域密着型の

高齢者施設では、地域交流スペースをつくり、近隣住民との交

流の場づくりを進めており、「多世代交流をしたい」「子どもた

ちと一緒に何かしたい」という施設は多い。 

子どもの居場所づくりを検討するにあたっては、高齢者施設

に加えその他の施設等も含め、地域の資源をうまく活用した連

携策も併せて考えてもらいたい。 

(14) 施策（１０）の青少年ボランティアステーション等に関して、

ボランティアの活動体験（件数）が増えていることは、「ボラン

ティア、なぜやっているの？」などと言われていた時代から比

べると、本当に良くなっていると思う。 

こういった人たちを社会の担い手に育てていくような指向

性・ベクトルを付けていくことも必要ではないか。 

(15) 今の若者にあった情報発信ツールを検討することも必要。 

ＳＮＳの匿名コミュニティに救われることもある若者もい

る。どういったツールを活用するのか検討が必要だとは思うが、

これまで通りのガイドブックなどを活用するやり方だけでな

く、Facebook や Twitter などの効果も研究しないといけない。 

(16) 施策（１１）に関連して、ゲーム依存の問題が、今後かなり

深刻になっていくと考えている。こうした依存の問題が、不登

校や家庭内暴力などの社会問題化していく前に、初期の段階で、

親御さんが家庭内でどういうルールづくりをするのか、まず親



に対する発信・教育をしていかないといけない。 

(17) 施策（１２）の児童養護施設に関して、子どもたちは、一定

の年齢になると、就職したり進学したりして退所していくが、

１～２年経つと、何割かの子どもたちがその職場等を離れてし

まい、派遣や季節労働などの仕事に転じているという現実があ

る。 

児童養護施設を卒園した子どもたちのうち、就職して１０年、

２０年と仕事を続けているというのはそれ程多くない。退所後

も職員が関わるが、限界があるのが現状。 

すぐ対応となるとなかなか難しいとは思うが、退所した後の

子どもたちの支援について、もう少し考えてもらえればと思う。

「ハナセール」という相談機関もあるので、ぜひプランに盛り

込み、しっかりＰＲしてもらいたい。 

(18) 施策（１４）児童虐待に関して。 

虐待は世代間で連鎖すると良く聞く。虐待の早期発見、早期

対応は当然必要だと思うが、これに加えて、虐待を受けた子ど

もが大人になるまでの、フォローをしっかりとやってもらいた

い。 

【事務局：子どもに対するカウンセリングなどの心理的ケアや、

親に対するトレーニングプログラムなどを行っているところで

ある。】 

(19) 施策（１５）の放課後デイサービスについては、親御さんに

とっては、一定の時間、家庭以外で見てもらえるというメリッ

トがある一方、子どもの視点から見ると、家にいる時間が短く

なり、子どもにかかる負担が増すという面もある。 

ここのバランスは微妙で、きめ細かな視点が必要となる。支

援の充実を図るにあたっては、この点もきちんと考えてもらい

たい。 

(20) 施策（１５）に関することがどうかわからないが、長期に病

院で療養中のお子さんについての記載があまり無いように思

う。プランの中で、うまくフォローできればと思う。 

【事務局：北九州市障害者支援計画には掲載がある】 

 
 
 
 
 
 
 



２ 全体を通して 

 (1) 各施策にぶらさがる事業の分類については、施策と事業との

結びつきが密接に感じられるような整理、重複感をもたせない

ような工夫をやってもらいたい。 

 (2) 各施策にそれぞれ柱を掲げているが、可能なら、柱ごとに成

果指標があってもいい。そうすることで、もっと見えやすく、

分かりやすく評価してもらえると思う。 

 (3) 指標については、なかなか数値化しにくいものもあると思う。

無理やり作ることまでは必要ないが、その数値自体が、確かに

その施策の成否、効果を反映できるものは、積極的に取り入れ、

そうでないものは別の方法で対応するという、少し柔軟な対応

をしてもらいたい。 

 (4) 本日の議題は、個別の施策についてとなっているので仕方な

いが、個別の議論をやればやるほど、プランの全体像が見えな

くなってきたように思う。前回会議では、「次世代育成」という

観点から、子ども→親→祖父母、家庭→子育て関連施設＆団体

→社会という関係性が、渦巻き状に発展し、全体がステージア

ップしていくイメージが感じられ、興味深かった。 

各施策や事業も、実は大きなミッション、ビジョンの中の重

要なパーツの一つであり、自分のパートのことばかりやってい

ては、全体のハーモニーが見えなくなってしまうような気がし

てならない。そういった意味でも、全体を支えていく指標とか、

施策とかがあれば面白くなっていくように思う。 

 (5) これからの情報社会に対してどういう風に「子どもプラン」

で対応していくのか、柱・施策の中に書きにくい部分、あるい

は全体に及ぶような部分があると思う。 

そういうものは、これから５年後どういう社会になっていく

のか、前書きで触れながら、プランとしての取組みの姿勢を示

すというスタイルでもよいと思う。 

 (6) 重要なことは、全ての施策・事業が、「理念」に基づいている

かを認識するためのパイプをどう描くかということ。 

こういう「理念」を目指しているのだ、ということを形にし

ないと、それはプランではない。 

一つの言葉で、プランを表現できる形にしたい。北九州らし

さ、北九州の子どもプランを一言で言ったら何か。そういう一

言につながるような「理念」を、皆さんで共有したいと思う。 

 (7) さまざまな事業の中心となる担い手が高齢化し、後継者がい

なくなってきているので、この「子育て」の分野では、どの事

業にも「担い手育成」の視点を盛り込み、１つの投資（事業）



で２つ以上の効果（事業そのものの効果＆人材育成の効果）を

上げていくようなものにしてもらいたい。 

 (8) 第３次計画においても、これまで通りの拡大するばかりの事

業展開になるのではと不安も感じている。 

マンパワーの数は減る一方である。 

全てをカバーすることも大切であるが、問題を生み出す原因

を見出し、マンパワーの集中と、長く続けるための次代を担う

人の育成を視点として入れ込むと、北九州らしいプランになる

のではないか。 

 (9) どこかで、「主語」が子どもにあるようなことがあると良いし、

どことなく、子育ての主体が、母親に偏ってしまっているよう

にも感じる。 

「産後うつ対策」の場合でいえば、母親が気を付けるべきこ

となのか、小児科の先生が気を付けるべきことなのか、「いや父

親もちゃんと気を付けておかないといけないのでは」というよ

うに、「産後うつ」の兆候を、まず夫が理解しておくとか、そう

いった説明も、情報発信するにあたっては大事なことと思う。 

 (10) 育児に関し、市が手取り足取り教えてくれるのは、親として

「楽になる」ので良い面もあるが、親自ら考えて子育てするこ

とができなくなっていくことに不安も感じる。 

 市が手を出し過ぎて、物事を考えない子が親になり、その親

が次の代の子を育てていくということになると、少し怖い気も

する。「手探りで子どもを育てていく」「親子で学び合いながら

成長する」という視点は大事にしたい。 

「子育て日本一」で、手厚くすることもいいが、自分の子ど

もは自分で育て、最後まで責任を取るという考え方も踏まえな

がら検討をしてほしい。 

 (11) 「元気発進！子どもプラン（第３次計画）」という形で策定を

行うにあたって、北九州市はまさにイクボス宣言をしたりと、

非常に先進的な取り組みを、市長以下実践しているところなの

で、そういうものが反映されると良い。 

第３次計画策定に向け、この会議としても、ある種の姿勢と

いうものを何か主張したほうがいいと思う。 

 


